
小国町教育大綱

Ⅰ はじめに

  平成 27 年 4 月から「地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改

正する法律」が施行され、教育委員会制度等の見直しが行われました。

  この改正により、町長と教育委員会で構成される「総合教育会議」を設置す

ること及び「教育大綱」を策定することが定められました。

  本町では、この法改正に基づき、平成 27 年 8 月に小国町総合教育会議にお

いて、本町の教育、文化及びスポーツの振興に関する総合的な施策の根本とな

る指針として「小国町教育大綱」を定めました。

  改定直後４月の「平成 28 年熊本地震」及び、令和 2 年には記録的な豪雨、

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に見舞われ、自然災害からの復旧・復興

と感染症拡大防止を最優先としつつ、その先の将来を見据え教育施策に対し

ても積極的に取り組んでまいりましたが、今回「第６次小国町総合計画」策定

に伴い、今後も切れ目ない取り組みを進めるため、「第 2 次小国町教育大綱」

を策定することとしました。

Ⅱ 教育大綱の位置づけ

  本教育大綱は「第 6 次小国町総合計画（前期基本計画）」に基づき、教育、

文化及びスポーツに関する分野についての基本方針と平成 27 年 8月に策定し

た小国町教育大綱の成果検証を反映させた重点取り組みについて定めます。

Ⅲ 計画期間

本教育大綱は小国町統合計画（前期基本計画）との整合を図ることから、令

和 3 年度（2021 年度）から令和７年度（2025 年度）までとする。ただし、必

要があれば見直しを行う。

第 6 次小国町総合計画 

（２０２１年～２０３０年）

第２次小国町教育大綱

（２０２１年～２０２５年）

小国町教育努力目標

小国の教育チャレンジプラン

国

第３期 

教育振興

基本計画

熊本県教育大綱

第 3期くまもと

「 夢 へ の 架 け

橋」教育プラン



Ⅳ 基本理念

日本が誇る世界的な細菌学者北里柴三郎博士は、1853 年に本町に生まれ、世

界の医学の発展に貢献されました。博士が残した言葉・信念には現在の町づく

りにも通ずるものが多くあり、その中でも「学習と交流」という考えは町が推

進する SDGs の理念と共通するものです。私たちが持続可能な町づくりを実践

していくうえで欠かすことのできないものであり、その精神に則った町づくり

を実践していきます。 

【 ALL FOR THE NEXT ～すべては次世代のために～ 】

〇恵まれた自然，先賢の精神、豊かな人情など小国町の教育資源を生かしなが

ら、社会の発展に貢献できる人づくりを推進します。

〇町民誰もが心豊かな生活を営む中で、「小国に生まれて良かった、小国で育

って良かった、小国で暮らして良かった」と実感できる教育を推進します。

○次世代に繋がる先人の経験・知恵・伝統を引き継ぎ、持続可能な社会を構築

するためＳＤＧｓ※１達成に向けた教育を推進します。

○ＧＩＧＡスクール構想※2を踏まえ、一人一台のタブレット端末の活用で個

別最適化を図り、資質・能力を確実に育成できるＩＣＴ環境の実現を推進

します。

Ⅴ 基本方針 

          方針１ 学校教育の充実

          方針２ 生涯教育の充実

          方針３ 芸術・文化の継承と保護

          方針４ スポーツの振興

          方針５ 人権が尊重される町づくりの推進

Ⅵ 基本方針の内容

（１） 就学前教育の充実を図ります。

（２） 小国型「小中一貫教育」の充実を図ります。

（３） 学力充実を目指します。

（４） SDGs の達成に向けた教育を推進します。

（５） 良好な学校環境の整備を推進します。（GIGA スクール構想を含む）

（６） 地域とともにある学校づくりを目指します。

（７） 教職員の資質向上を図ります。

（８） 特別支援教育を充実します。

１ 学校教育の充実 （誰一人取り残さない教育の推進）



【用語の説明】

※１ SDGs は Sustainable Development Goals の略で「持続可能な開発目標」と訳されていま

す。現在、世界には、環境・貧困・人権・平和・開発といった様々な地球規模の課題があり

ます。SDGs は 2015 年 9 月に開かれた国連サミットで世界の国々・地域のリーダーの全会

一致によって決められた国際社会共通の目標。この国連サミットでは、2015 年から 2030 年

までの長期的な開発の指針として、「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」が採択され

ました。この 2030 アジェンダの中核文書が SDGs（持続可能な開発目標）です。SDGs は

17 のゴール（目標）と 169 のターゲット（指標）で構成されています。

※2  GIGA スクール構想とは、「Society5.0 時代を生きる子どもたちに相応し、誰一人取り残す

ことのない公正に個別最適化され、創造性を育む学びを実現するため、『1 人 1 台端末』と学

校における高速通信ネットワークを整備する。」国の政策のこと。 

２ 生涯教育の充実

（１） 生涯を通した学習活動の推進を図ります。

（２） 図書館活動の推進を図ります。

（３） 学校と地域との連携を図ります。

（４） 学習環境の整備と施設設備の活用を促進します。

３ 芸術文化の継承と保護

（１） 地域文化の継承と普及を図ります。

（２） 文化財の保護・保存と活用を図ります。

（３） 坂本善三美術館を中心とした文化活動の推進を図ります。

４ スポーツの振興

（１） 生涯スポーツ活動の推進を図ります。

（２） 競技力の向上を図ります。

（３） 体育関連施設の整備・充実とその活用の促進を図ります。

５ 人権が尊重される町づくりの推進

（１） 人権教育・人権啓発の推進を図ります。

（２） 人権が尊重される学校教育活動の推進を図ります。

（３） 男女共同参画社会実現のための環境づくりを推進します。


